
一
、
内
田
家
文
書
に
つ
い
て 



1 

 

一
、
内
田
家
文
書
に
つ
い
て 

 
⑴
調
査
の
経
緯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千

葉

県

文

書

館

古

文
書

調

査

員
加

藤 

時

男 

 

平

成

二

十

六
（

二

〇

一

四

）
年

九

月

、
茂

原

市

箕

輪

の

神

明

家

文

書

が

茂

原

市

立

美

術

館
・
郷

土

資

料

館
に

寄

贈

さ

れ

、
調

査
さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。 

 

こ

の

神

明

家

文

書

は

予

ね

て
（

昭

和

六

〇

年

頃

）
か

ら

そ

の

調

査

を

依

頼

し

て

い
た

文

書

で

あ

っ

た

が

、
諸

般

の

事

情

に

よ

り
実

現

せ

ず

、

漸

く

今

回

実

現

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

神

明

家

は

こ

の

地

で

医

院

を

経

営

し

て

い

た

が

、
平

成

十

二

年

、
神

明

和

夫

氏

が
逝

去

し

、
後
継

者

が

な

く

医

院

は

廃
業

さ

れ

た

。

そ

の

後

神

明

家

は

無

住

と

な

り

、
家

屋

内

部

の

整

理

中

で

あ

る

。
茂

原

市

が

文

書

類
の

寄

贈

を

受

け

た

と

き

は

、
不

用

家

具

類

の

焼

却

処

分

中

で

あ

り

、

こ

れ

ら

の

文

書

類

も

奇

跡

的

に

受

け

入

れ

る

こ

と

が

出

来

た

も

の

で

あ

る

。 

 

神

明

家

は

、
近

世

に

は

上

総

国

長

柄

郡

箕

輪

村

の

名

主
・
組

頭

な

ど

村

役

人

を

務

め

、
そ

の

下

知

書
（

任

命

書

）
や

年

貢

皆

済

目

録

な

ど

箕

輪

村

の

地

方
（

農

村

）
文

書

が

多

く

存

在

す

る

。
ま

た

菩

提

寺

円

蔵

寺

の

檀

家

惣

代

を
務

め

た

こ

と

か

ら

寺

院
文

書

も

多

い

。 

 

全

体

的

に

は

、
神

明

家

文

書

は

近

代

文

書

が

多

く

、
特

に

明

治

期

の

当

主

神

明

久

作

に

関

す

る

文

書

は

特
徴

的

で

あ

る

。
久

作

は

明

治

七

年

、
設

立

当

初

の

千

葉

師

範

学

校

を

卒

業

し

、
そ

の

後

、
郡

役

所

や

県

庁

の

役

人

と

し

て

教

育

関

係
を

中

心

に

千

葉

県

の

教

育

行

政

を

担

っ

て

き

た

。
役

人

と

し

て

は

、
明

治

三

十

年

の

東

葛

飾

郡

長

を

最

後

に

退

任

し

て

い

る

が

、
こ

の

間

の

千

葉

県

政

に

係

わ

る

貴

重

な

史

料

も

多

い

。
そ

の

後

は

地

元

に

戻

り

、
長

生

地

域

の

教

育

行

政

に

大

き

く

寄

与

し
て

い

る

。
特

に

中

等

教

育

の

拠

点

と

な

る

明

治

三

十

四

年

の

私

立

大

成

館
（

現

長

生

高

校

）
の

成

立

に

は

千

葉

弥

次

馬
（

号
、
天

夢
）
と

協

力

し

て

中

心

的

な

役

割

を

担

っ

た

。

そ

の

関

係

史

料

で

あ

る

千

葉

弥

次

馬

、

高

橋

喜

惣

治

、

安

川

寛

三

郎

の

書

簡

な

ど

も

多

く

、

貴

重
で

あ

る

。 

 

こ

れ

ら

神

明

家

文

書

と

共

に

大

き

な

ブ

リ

キ

の

衣

装

ケ

ー

ス

三

箱

に

保

管

さ

れ

た

文

書

も

発

見

さ

れ

た

。

こ

れ

が

東

金

市

新

宿

の

内

田

家

文

書

で

あ

っ

た

。
神

明

家

文

書

全

体

の

調

査

報

告

書

は

、
平

成

二

十

七

年
七

月

、
茂

原

市

教

育

委

員

会

に

よ

り

刊

行

さ

れ

て

い

る

の

で

参

照

さ

れ

た

い

。 

 

そ

も

そ

も

内

田

家

文

書

が

茂

原

市

の

神

明

家

に

所

蔵

さ

れ

て

い

た

の

は

何

故

で

あ

ろ

う

か

。

そ

の

理

由

に

は

次

の

よ

う

な

事

情
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が

あ

っ

た

。 

 
現

在

、
内

田

家

は

東

金

に

住

ん

で

お

ら

ず

、
諸

般

の

事

情

に

よ

り

昭

和

前

期

に

東

金

か

ら

移

住

し

て

い

る

。
こ

れ

よ

り

前

、
明

治

末

期

に

内

田

家

の

女

性 

道

子

が

神

明

家

に

嫁

い

で

お

り

（

神

明

久

作

の

子

静

夫

の

妻

と

な

っ

て

い

る

）
、

実

家

の

古

文

書

群

を

継

承

し

た

と

推

察

さ

れ

る

。
内

田
（

神

明

）
道

子

は

東

金

高

等

女

学

校

第

一

回

の

卒

業

生

で

あ

り

、
神

明

家

文
書

に

は

東

金

高

女

関

係

の

文

書

も

含

ま

れ

て

い

る

。

ち

な

み

に

道

子

の

父

内

田

家

治

之

助

は

明

治

二

十

五

年

か

ら

二

十

七

年

に

か

け

て

第

二

代

東

金

町

長

を

務

め

、
郡

会

議

員

を

歴

任

し

、
明

治

三

十

六

年

に

は

内

田

女

学

校

を

設

立

し

、
東

金

高

等

女

学

校

創

立

以

前

の

女

子

教

育

に

も
功

績

が

あ

っ

た

。 

 

な

お

、

内

田

家

文

書

発

見

に

至

る

に

は

次

の

よ

う

な

経

緯

も

あ

っ

た

。 

昭

和

六

十

年

頃

、
筆

者

が

茂

原

市

八

幡

原

の

旧

家

東

条 

健

家

文

書

の

調

査

を

行

っ
た

際

に

、
そ

の

一

部

に
近

世

東

金

随

一

の

豪

商

内

田

家

文

書

が

含

ま

れ

て

い

た

。
御

当

主

に

聞

い

た

と

こ

ろ

、
伯

母

が

内

田

家

に

嫁
い

で

お

り

、
内
田

家

が

東
金

か

ら

移

住

す

る
際

に

預

り

、
そ

の

後

返

却

し

た

が

一

部

残

っ

た

も

の

で

あ

ろ

う

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。
そ

こ

で

当

時

の

当

主

内
田

清

二

氏
（

横

浜

在
住

）

に

連

絡

し

た

と

こ

ろ

、
同

氏

宅

に

は

古

文

書

類

は

全

く

な

い

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。
或

は

、
近

く

の

親

類

、
茂

原

市

箕

輪

の

神

明
家

に

あ

る

か

も

知

れ

な

い

と

の

こ

と

で

、
以

来

神

明

家

に

接

触

し

続

け

た

も

の

で

あ

り

、
よ

う
や

く

今

回

の

調
査

に

つ

な

が

っ

た

も

の

で

あ

る

。

当

時

、

東

条 

健

家

で

発

見

さ

れ

た

内

田

家

文

書

は

『

茂

原

の

古

文

書

史

料

集

第

三

集 

茂

原

市

古

文

書

目

録

集

』
（

平

成

八

年

、

茂

原

市

立

図

書

館

発

行

）

に

採

録

済

み

で

あ

る

。

参

考

の

た

め

、

こ

の

調
査

報

告

書

に

も

再

録

し

た

。 
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[ 内田家略系譜 ] 

 

内田 清三郎       太郎兵衛正次      弥次馬正晴（遊閑） 

正徳 2年町名主   享保 20年町名主     ‖      弥次馬精三郎       

梅 香（俳人） 

 

  弥次馬正辰    清三郎・政四郎（文化 2～明治 21） 

                    安政6年町名主        （嘉永1～明治44） 

                                   徳三郎 

長 女（家徳氏、玄三郎妻） 

次 女（成東 安井氏）                     

三 女（東金 北村氏）        

 

と め                                  

（長南、星野氏、文政 5～明治 33）               い し 

                                          （嘉永 5年生） 

（東金、稗田氏） 

 

 

も と（明治 2～44） 

‖                                  寛（昭和 15年没） 

       家治之助（文久 1～明治 38）              ‖ 

（家徳 玄三郎長男）             貞 子（昭和 21年没） 

2代東金町長、郡会議員               （八幡原 東条氏） 

道 子（箕輪 神明氏） 

（明治 27～昭和 21） 

清三郎（綱島 幹氏、のち離縁） 

 

第 

清 二（平成 20年没、79才） 

治  子（潮氏） 

恭   子（鈴木氏） 

照 子（成田氏）  

           

               



4 

 

⑵
文
書
の
概
要
と
意
義 

  
内

田

家

は

江

戸

時

代

、

東

金

地

域

（

福

島

藩

分

領

）

随

一

の

豪

商

で

あ

り

、

町

名

主

も

務

め

て

い

る

。

こ
れ

ら

の

文

書

群

は
今

ま

で

知

ら

れ

て

い

な

い

も

の

で

あ

り

、

江

戸

時

代

の

東

金

を

知

る

貴

重

な

史

料

で

あ

る

。

特

に

東

金

の

中

心
部

と

田

間

村

、

二
又

村

の

史

料

は

既

刊

の

『

東

金

市

史

』

で

も

決

定

的

に

不

足

し

て

お

り

、

こ

の

内

田

家

文

書

は

空

白

部

分

を

か
な

り

埋

め

て

く

れ
る

も

の

で

あ

る

。 

 

次

に

、

内

田

家

文

書

の

概

要

と

意

義

を

紹

介

す

る

。 

一 

文

書

は

衣

装

ケ

ー

ス

三

箱

に

収

蔵

さ

れ

て

お

り

、
総

点

数

約

三

千

点

の

新

出

文
書

で

あ

る

。
年

代

的
に

は

寛

文
（

江

戸

前

半
） 

か

ら

明

治

期

に

か

け

て

の

も

の

で

あ

る

。

目

録

は

衣

装

ケ

ー

ス

三

箱

に

A
～

C
の

符

号

を
付

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

袋

詰

を

し

て 

作

成

し

た

。 

ニ 

内

田

家

は

福

島
（

板

倉

）
藩

の

御

用

達

で

あ

り

、
分

領
（

東

金

、
田

間

、
二

又

村

）
の

地

方

支

配

に

も

深

く

関

係

し

て

お

り

、 

藩

か

ら

名

字

帯

刀

、

五

人

扶

持

を

与

え

ら

れ

て

い

る

。
『

東

金

市

史

』
（

通

史

篇

）

に

は

「

五

人

扶

持

、

米

二
十

二

俵

二

斗
、 

内

田

清

三

郎

」

と

記

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

と

き

他

の

有

力

者

大

多

和

三

左

衛

門

、

大

野

伝

兵

衛

、

杉

谷

弥
左

衛

門

な

ど
は 

全

て

「

二

人

扶

持

、

九

俵

」

で

あ

っ

た

。 

三 

内

田

家

は

福

島

藩

の

財

政

を

掌

握

し

て

お

り

、

福

島

市

史

に

と

っ

て

も

貴

重

な

史

料

群

で

あ

る

。

ち

な
み

に

福

島

市

の

近
世 

藩

政

史

料

は

か

な

り

不

足

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。 

四 

東

金

町

、

田

間

村

、

二

又

村

の

年

貢

皆

済

目

録

な

ど

今

ま

で

未

発

見

の

地

方

（

農

村

）

文

書

も

あ

る

。 

五 

内

田

家

は

本

漸

寺

の

有

力

檀

家

で

あ

り

、

宗

教

史

料

も

あ

る

。

な

か

に

は

東

金

御

殿

の

小

西

正

法

寺

移
築

に

関

係

す

る

と
思 

わ

れ

る

書

簡

（

神

明

家

文

書 

い

５

．

い

６

）

な

ど

も

あ

る

。 

六 

史

料

は

東

金

地

域

だ

け

で

な

く

、

成

東

（

結

城

藩

）

や

大

網

な

ど

近

隣

の

大

名

、

旗

本

な

ど

の

財

政

史
料

も

あ

る

。 

 


